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嘉島町議会だより第19号

再生紙を使用しています。

３月定例会・平成28年度当初予算

町政のここが聞きたい一般質問（５名）

選挙管理委員・補充員

一部事務組合議会報告

議員全体研修会

主な議会活動

3月定例会
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編
集
後
記

　
議
会
だ
よ
り
を
一
か
月
早
く
発
行

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
委
員
の

方
々
、
ま
た
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
宮
本

　
春
来
た
る
気
候
が
変
わ
り
皆
様
方

も
健
康
に
注
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
富
山

　
草
木
の
緑
が
心
地
よ
い
季
節
に
、

ま
た
、
真
新
し
い
制
服
を
身
に
つ
け

た
新
入
生
の
姿
を
見
か
け
る
時
季
に

な
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
等
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

森
田

　
議
会
と
地
域
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と

し
て
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
め
ざ
し

て
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
津

　
広
報
委
員
も
２
年
目
を
迎
え
新
年

度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
後
も

町
民
の
皆
様
に
ご
愛
読
戴
け
る
様
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
春
日
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長
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下
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副
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員
長
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委

　
　員
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田
義
雄

委

　
　員

　中
津
芳
春

委

　
　員

　春
日
堅
一

発
行
責
任
者
／
議
長

　川
上
國
治

議会の事など、ご意見をお寄せ下さい。
　　　　　又、議会だよりの「声」も募集しております。

※次の議会は、6月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。
「声」の募集や傍聴などのお問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）

募集してます。【みなさんの意見などお聞かせ下さい。】

主な議会活動（平成28年2月から平成28年4月まで）

鹿児島県姶良市
川内市
監査委員室
熊本テルサ
広域連合事務所
組合事務所
役場2階大会議室
組合事務所
上益城地域振興局
組合会議室
役場2階庁議室
役場2階庁議室
役場2階大会議室
役場2階大会議室
中学校グランド

役場議会議場

嘉島中学校
監査委員室
嘉島幼稚園
役場2階大会議室
町民会館アクア

監査委員室

東西小学校
東西小学校
嘉島中学校
嘉島幼稚園
監査委員室

場　所　等

議員全体研修会

例月現金出納検査（清﨑）
町村議会議長会第66回定期総会（議長）
上益城広域連合議会第1回定例会（議長・清﨑）
益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会第1回定例会（木下・鍋田）
交通安全推進会議（議長）
上益城消防組合第1回定例会（境野・川野）
熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会（議長・木下・森田）
御船地区衛生施設組合議会第1回定例会（森田・春日）
嘉島町国民健康保険運営協議会（川野・春日）
議会運営委委員会
嘉島町総合計画審議会（川上・木下・富山・鍋田）
こども子育て会議（議長）
嘉島町消防出初式（全議員）

嘉島町議会平成28年第1回定例会

中学校卒業式（全議員)
例月現金出納検査（清﨑）
幼稚園卒園式（全議員)
嘉島町ごみ問題対策実行委員会（議長）
嘉島町総合型地域クラブ設立総会

広報特別委員会（第19号・第1回～3回編集会議）

東西小学校卒業式（全議員)
東西小学校入学式（全議員)
中学校入学式
幼稚園入園式（全議員)
例月現金出納検査（清﨑）

項　　　　目　　

2月  8日
     ～9日まで
2月16日
2月17日

2月19日

2月22日
2月23日
2月24日
2月25日
2月26日
3月  1日
3月  2日
3月  4日
3月  6日
3月  7日
     ～11日まで
3月12日
3月17日

3月18日

3月20日
3月18日～
　  4月  8日
3月23日
4月11日
4月11日
4月12日
4月22日

月　　日



平成28年度一般会計当初予算

議案審議　承認・可決された議案

平成28年度予算状況（一般会計・特別会計）

歳入歳出それぞれ

４０億９４５２万９千円
　平成28年度当初予算は、嘉島町総合運動公園等の完成により、前

年度に比べ4561万3千円の減額となった。歳入の内訳は、町税、繰

入金等の自主財源が50.7％、地方交付税、国・県支出金、町債等の

依存財源が49.3％。性質別の歳出内訳は、人件費、扶助費、公債費

等の義務的経費が43.4％、物件費、補助費、維持補修費等の経常的

経費が24.4％、普通建設事業費等の投資的経費が17.9％、繰出金、

予備費等が14.3％となっている。

○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第5号嘉島町税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について

○嘉島町一般職の職員の降級に関する条例の制定について

○嘉島町職員の退職管理に関する条例の制定について

○嘉島町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例の制定について

○嘉島町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について

○町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について

○教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例の制定について

○嘉島町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

○嘉島町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

○行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

○嘉島町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

○嘉島町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

○嘉島町下水道条例の一部を改正する条例の制定について

○熊本市及び嘉島町における連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の締結について

○公の施設の他の団体の利用に関する協定について

○平成27年度 嘉島町一般会計補正予算（第6号）

○平成27年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

○平成27年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第3号）

○平成27年度 嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）

○平成27年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

○平成27年度 嘉島町簡易水道事業特別会計補正予算（第3号）

○平成28年度 嘉島町一般会計予算

○平成28年度 嘉島町国民健康保険特別会計予算

○平成28年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計予算

○平成28年度 嘉島町介護保険特別会計予算

○平成28年度 嘉島町公共下水道事業特別会計予算

○平成28年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計予算

○平成28年度 嘉島町簡易水道事業特別会計予算

○議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

○農業委員会の委員の任命に付き同意を求めることについて（農業委員１７名）

　・森田義美（北甘木） ・中山　忍（上仲間） ・林田　篤（下仲間） ・山内秀一（高田）

　・西岡敏春（上六嘉） ・松永雄治（上六嘉） ・髙木勝美（井寺） ・吉田二郎（犬渕）

　・友田　廣（三郎無田） ・岩永俊夫（上島） ・下田　司（上島） ・岡　牧生（鯰） ・佐藤光志（鯰）

　・本田博士（下六嘉） ・森下文夫（下六嘉） ・榮　　恵（北甘木） ・村上卓也（西村）

国民健康保険

特 

別 

会 

計

住宅新築資金等貸付

介護保険

公共下水道事業

簡易水道事業

後期高齢者医療

一般会計

会計名

単位：千円

議員提出議案審議　可決された議案

同意案件　同意された案件

1,207,494
321

796,029
593,079

351,141
114,708

4,094,529

歳入歳出総額
28年度

1,198,894
373

712,515
358,987

74,398
109,436

4,140,142

歳入歳出総額
27年度

8,600
△52

83,514
234,092

276,743
5,272

△45,613

前年比

平成28年　第１回

3月定例会
3月7日～3月11日

　専決処分、条例改正、議決事

件補正予算、当初予算等 28 件

が提案され、承認・可決しました。

　また、議員提出議案、同意案

についても、可決・同意しました。
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塊
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高
齢
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２
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年
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本

町
で
も
高
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問
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あ
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と
思
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今
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支
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多
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サ
ー
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の
確
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予
防
の
推
進

⑤
高
齢
期
に
な
っ
て
も
住
み

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
高
齢
者

住
ま
い
の
整
備

　
嘉
島
町
の
、
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
で
は
「
医
療

か
ら
介
護
へ
」
、
「
施
設
か

ら
在
宅
へ
」
の
方
向
性
に

沿
っ
て
、
２
０
２
５
年
に
お

け
る
本
町
の
高
齢
者
の
あ
る

べ
き
姿
を
念
頭
に
お
い
て
策

定
し
て
お
り
、
現
在
、
新
た

な
地
域
支
援
事
業
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
。
質
問
に
あ
り

ま
す
①
医
療
と
の
連
携
強
化

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
27

年
度
よ
り
嘉
島
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

嘉
島
町
在
宅
医
療
連
携
体
制

検
討
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、

医
療
機
関
・
介
護
事
業
所
等

に
参
加
い
た
だ
き
多
職
種
が

連
携
で
き
る
検
討
を
重
ね
て

お
り
ま
す
。
上
益
城
郡
内
に

お
い
て
は
、
平
成
26
年
10
月

よ
り
上
益
城
郡
医
師
会
を
中

心
と
し
た
在
宅
医
療
連
携
拠

点
事
業
が
実
施
さ
れ
、
地
域

の
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
資

源
の
把
握
と
と
も
に
、
在
宅

医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

上
益
城
郡
医
師
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
郡
内
５

町
医
療
機
関
や
介
護
事
業
所

等
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度

ま
で
に
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
事
業
を
介
護
保
険
の

地
域
支
援
事
業
と
し
て
実
施

す
る
た
め
、
現
在
、
郡
医
師

会
、
地
域
振
興
局
及
び
郡
内

５
町
が
と
も
に
検
討
を
重
ね

て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
各
機

関
の
意
思
統
一
を
図
り
な
が

ら
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
強
化
お
よ
び
③
見
守
り
、

配
食
、
買
い
物
な
ど
、
多
様

な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
確
保

に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
連
が

あ
り
ま
す
の
で
併
せ
て
お
答

え
し
ま
す
。
在
宅
生
活
に
必

要
な
在
宅
医
療
と
連
携
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
ま
し

て
は
、
医
療
と
の
連
携
強
化

で
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

検
討
会
で
の
意
見
を
基
に
検

討
・
強
化
し
て
い
く
と
と
も

に
③
の
質
問
と
併
せ
て
、
新

し
い
総
合
事
業
を
ど
う
位
置

づ
け
て
い
く
の
か
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た

め
今
年
１
月
に
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
と
高
齢
者
世
帯
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
毎
日
の
食
事
や
外
出

の
頻
度
、
ま
た
、
ど
ん
な
こ

と
で
困
っ
て
い
る
か
、
ど
ん

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
か

な
ど
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

現
在
、
結
果
を
分
析
し
て
お

り
、
新
た
な
訪
問
型
サ
ー
ビ

ス
の
組
み
立
て
に
役
立
て
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、

ま
た
、
今
後
、
町
独
自
の
支

援
事
業
で
、
地
域
全
体
で
活

用
で
き
る
仕
組
み
も
構
築
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
④
予
防
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
介
護
予
防
事

業
に
は
、
要
支
援
要
介
護
状

態
に
な
る
可
能
性
が
高
い
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
「
二
次

予
防
事
業
」
と
、
す
べ
て
の

高
齢
者
を
対
象
者
と
し
た

「
一
次
予
防
事
業
」
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
は
、
新
た
な

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

各
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る

サ
ロ
ン
活
動
の
支
援
や
、
サ

ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
事
業
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　
⑤
高
齢
期
に
な
っ
て
も
住

み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
高
齢

者
住
ま
い
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
の
介
護
保
険

制
度
で
は
、
住
宅
改
修
に
よ

る
段
差
解
消
、
手
す
り
の
設

置
、
す
べ
り
防
止
等
の
床
材

の
変
更
な
ど
が
あ
り
、
介
護

認
定
を
受
け
た
方
に
活
用
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

一
般
的
な
世
帯
へ
の
支
援
制

度
が
無
い
た
め
、
今
後
は
、

住
宅
の
新
築
や
改
築
の
際
、

将
来
を
見
据
え
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
考
慮
し
て
い
た
だ

く
よ
う
広
報
す
る
な
ど
の
啓

発
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

答
弁
を
受
け
て

　
本
町
に
お
い
て
も
、
さ
け

て
通
れ
な
い
高
齢
化
現
象
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
計
画

が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
今
後
に
お
い
て
、

「
住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み

続
け
る
こ
と
は
、
多
く
の
町

民
の
方
々
の
願
い
で
あ
り
ま

す
。
よ
り
多
く
の
関
係
機
関

と
連
携
を
し
て
い
た
だ
き
安

心
・
安
全
で
暮
ら
せ
る
嘉
島

町
」
に
な
り
ま
す
よ
う
に
願

い
ま
す
。

答
町
民
課
長

中
津 

芳
春
議
員

宮
本 

睦
生
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー

ル
の
導
入
の
予
定
は

問

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

の
補
助
金
に
つ
い
て

問

学
校
行
事（
遠
足
・
修

学
旅
行
な
ど
）で
利
用

す
る
バ
ス
の
安
全
運

行
管
理
に
つ
い
て

問

町
道
の
街
路
樹（
高
木
）

管
理
に
つ
い
て

問

　　
文
科
省
は
一
億
総
活
躍
社

会
の
実
現
と
地
方
創
生
の
推

進
の
た
め
、
学
校
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
地
方
創
生
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
、「
次

世
代
の
学
校
・
地
域
」
創
生

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
」
へ
の
転
換
を
図

る
た
め
、
公
立
学
校
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

な
る
こ
と
を
推
進
し
て
い
く

と
あ
り
ま
す
。
嘉
島
町
教
育

委
員
会
の
考
え
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

　
社
会
が
ま
す
ま
す
複
雑
多

様
化
し
、
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化

す
る
中
で
、
学
校
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
家
庭
、
地
域
と
の

連
携
・
協
力
の
も
と
に
教
育

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
の
予

定
は
」
と
の
質
問
で
す
が
、

学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
等

も
あ
り
ま
す
の
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
へ
の
移

行
を
視
野
に
入
れ
て
、
学
校

が
主
体
的
に
、
保
護
者
と
地

域
の
方
々
が
参
加
す
る
協
議

会
を
設
置
し
、
各
学
校
の
教

育
課
題
を
共
有
し
、
そ
の
解

決
や
改
善
に
向
け
て
、
共
に

話
し
合
い
、
協
力
し
、
一
体

と
な
っ
て
組
織
的
か
つ
継
続

的
に
教
育
に
当
た
る
、「
熊

本
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」
の
設
置
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化

の
た
め
に
補
助
金
の
増
額
が

で
き
な
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
の
財
政
規
模
の
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
郡
内
の
他
町
に

比
べ
て
低
い
と
思
い
ま
す
。

　　
日
頃
よ
り
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

様
方
に
は
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
が
連
携
し
て
、
子
ど
も

達
が
夢
を
持
ち
、
将
来
に
希

望
を
も
っ
て
生
き
て
い
け
る

よ
う
な
活
動
を
実
践
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
役
割
は
き
わ
め

て
大
き
く
重
要
で
あ
り
、
本

来
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
大
変

ご
苦
労
も
あ
る
か
と
考
え
ま

す
。
ご
質
問
の
補
助
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
長
年
一
定
額

を
補
助
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

補
助
金
の
使
途
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
業
実
績
や
収
支
報

告
書
に
よ
り
内
容
を
確
認
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
、
毎
年
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
有

効
に
活
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ご
質
問
の
よ
う
に
、

補
助
額
は
郡
内
他
町
に
比
べ

低
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
各
種
事
業
、
活
動

に
際
し
ま
し
て
は
、
施
設
使

用
料
の
減
免
や
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
時
の
公
用
車
利
用
な

ど
、
補
助
金
以
外
の
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
町
は
、

今
後
も
長
期
的
に
安
定
し
た

行
財
政
を
運
営
す
る
必
要
が

あ
り
、
補
助
金
に
係
る
予
算

の
執
行
に
関
し
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
適
正
・
有

効
な
補
助
を
実
施
し
て
参
り

た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
１
月
15
日
に
バ
ス
事

故
で
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
。

本
町
で
も
学
校
教
育
で
バ
ス

を
利
用
し
て
い
ま
す
が
旅
行

社
・
バ
ス
会
社
の
安
全
運
行

対
策
な
ど
調
査
し
、
利
用
し

て
い
る
の
か
。

　
本
町
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
で
は
、
年
間
結
構
な

バ
ス
利
用
状
況
に
あ
り
、
よ

そ
事
で
は
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。現
状
で
は
、基
本
的
に
、

路
線
バ
ス
運
行
な
ど
を
有
す

る
知
名
度
の
あ
る
正
規
の
バ

ス
事
業
者
を
対
象
に
選
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
修
学
旅

行
は
、
多
く
の
経
験
を
有
し

信
頼
の
あ
る
旅
行
会
社
な
ど

に
依
頼
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
国
土
交
通
省
か
ら
今
年

１
月
中
旬
に
周
知
徹
底
の
あ

り
ま
し
た
、「
輸
送
の
安
全

性
等
を
判
断
す
る
た
め
の
貸

切
バ
ス
選
定
・
利
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」な
ど
を
参
考
に「
輸

送
の
安
全
性
等
を
判
断
す
る

上
で
参
考
と
な
る
情
報
」
な

ど
が
、
地
方
運
輸
支
局
で
確

認
で
き
ま
す
の
で
、
幼
稚
園

や
各
学
校
が
安
心
・
安
全
に

子
供
た
ち
を
輸
送
で
き
る
、

旅
行
会
社
や
バ
ス
事
業
者
な

ど
の
選
定
に
努
め
、
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
台
風
被
害
の
一
つ
と

し
て
、
街
路
樹
（
高
木
）
が

倒
木
し
交
通
機
能
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
。
景
観
上
、

低
木
は
必
要
、
高
木
は
管
理

答
教
育
長

答
社
会
教
育
課
長

答
学
校
教
育
課
長

答
建
設
課
長

上
必
要
な
い
と
思
慮
し
ま
す

が
、
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
昨
年
８
月
25
日
の
台
風
で

は
、
町
道
庄
嶋
土
山
線
の
街

路
樹
が
５
本
倒
れ
、
傾
い
て

通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い

た
高
木
と
合
わ
せ
、
10
本
を

撤
去
し
ま
し
た
。　
庄
嶋
土

山
線
の
ケ
ヤ
キ
は
、
植
栽
工

事
を
開
始
し
て
か
ら
約
25
年

と
な
り
、
大
き
く
な
っ
た
ケ

ヤ
キ
の
枝
落
と
し
や
伐
採
な

ど
、
維
持
管
理
に
追
わ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

　
最
初
は
、
景
観
上
や
車
の

視
線
誘
導
な
ど
の
交
通
安
全

面
で
の
役
割
も
果
た
し
て
い

ま
し
た
が
、
大
き
く
な
る
に

つ
れ
て
、
維
持
管
理
の
負
担

増
と
交
通
の
安
全
を
阻
害
す

る
物
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
で
の
異
常
個
所
の
早
期

発
見
に
努
め
、
傾
い
た
樹
木

や
病
気
が
入
っ
た
よ
う
な
樹

木
は
、
早
め
に
撤
去
し
て
い

き
ま
す
。
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境
野 

隆
文
議
員

地
域
支
援
事
業
等
の
充

実
に
む
け
て

問　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
２
０
２
５
年
、
本

町
で
も
高
齢
化
の
問
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
、

地
域
支
援
事
業
等
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
以
下
の

５
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

①
医
療
と
の
連
携
強
化

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強

化③
見
守
り
、
配
食
、
買
い
物

な
ど
、
多
様
な
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
確
保

④
予
防
の
推
進

⑤
高
齢
期
に
な
っ
て
も
住
み

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
高
齢
者

住
ま
い
の
整
備

　
嘉
島
町
の
、
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
で
は
「
医
療

か
ら
介
護
へ
」
、
「
施
設
か

ら
在
宅
へ
」
の
方
向
性
に

沿
っ
て
、
２
０
２
５
年
に
お

け
る
本
町
の
高
齢
者
の
あ
る

べ
き
姿
を
念
頭
に
お
い
て
策

定
し
て
お
り
、
現
在
、
新
た

な
地
域
支
援
事
業
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
。
質
問
に
あ
り

ま
す
①
医
療
と
の
連
携
強
化

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
27

年
度
よ
り
嘉
島
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

嘉
島
町
在
宅
医
療
連
携
体
制

検
討
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、

医
療
機
関
・
介
護
事
業
所
等

に
参
加
い
た
だ
き
多
職
種
が

連
携
で
き
る
検
討
を
重
ね
て

お
り
ま
す
。
上
益
城
郡
内
に

お
い
て
は
、
平
成
26
年
10
月

よ
り
上
益
城
郡
医
師
会
を
中

心
と
し
た
在
宅
医
療
連
携
拠

点
事
業
が
実
施
さ
れ
、
地
域

の
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
資

源
の
把
握
と
と
も
に
、
在
宅

医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

上
益
城
郡
医
師
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
郡
内
５

町
医
療
機
関
や
介
護
事
業
所

等
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度

ま
で
に
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
事
業
を
介
護
保
険
の

地
域
支
援
事
業
と
し
て
実
施

す
る
た
め
、
現
在
、
郡
医
師

会
、
地
域
振
興
局
及
び
郡
内

５
町
が
と
も
に
検
討
を
重
ね

て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
各
機

関
の
意
思
統
一
を
図
り
な
が

ら
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
強
化
お
よ
び
③
見
守
り
、

配
食
、
買
い
物
な
ど
、
多
様

な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
確
保

に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
連
が

あ
り
ま
す
の
で
併
せ
て
お
答

え
し
ま
す
。
在
宅
生
活
に
必

要
な
在
宅
医
療
と
連
携
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
ま
し

て
は
、
医
療
と
の
連
携
強
化

で
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

検
討
会
で
の
意
見
を
基
に
検

討
・
強
化
し
て
い
く
と
と
も

に
③
の
質
問
と
併
せ
て
、
新

し
い
総
合
事
業
を
ど
う
位
置

づ
け
て
い
く
の
か
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た

め
今
年
１
月
に
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
と
高
齢
者
世
帯
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
毎
日
の
食
事
や
外
出

の
頻
度
、
ま
た
、
ど
ん
な
こ

と
で
困
っ
て
い
る
か
、
ど
ん

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
か

な
ど
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

現
在
、
結
果
を
分
析
し
て
お

り
、
新
た
な
訪
問
型
サ
ー
ビ

ス
の
組
み
立
て
に
役
立
て
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、

ま
た
、
今
後
、
町
独
自
の
支

援
事
業
で
、
地
域
全
体
で
活

用
で
き
る
仕
組
み
も
構
築
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
④
予
防
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
介
護
予
防
事

業
に
は
、
要
支
援
要
介
護
状

態
に
な
る
可
能
性
が
高
い
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
「
二
次

予
防
事
業
」
と
、
す
べ
て
の

高
齢
者
を
対
象
者
と
し
た

「
一
次
予
防
事
業
」
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
は
、
新
た
な

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

各
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る

サ
ロ
ン
活
動
の
支
援
や
、
サ

ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
事
業
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　
⑤
高
齢
期
に
な
っ
て
も
住

み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
高
齢

者
住
ま
い
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
の
介
護
保
険

制
度
で
は
、
住
宅
改
修
に
よ

る
段
差
解
消
、
手
す
り
の
設

置
、
す
べ
り
防
止
等
の
床
材

の
変
更
な
ど
が
あ
り
、
介
護

認
定
を
受
け
た
方
に
活
用
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

一
般
的
な
世
帯
へ
の
支
援
制

度
が
無
い
た
め
、
今
後
は
、

住
宅
の
新
築
や
改
築
の
際
、

将
来
を
見
据
え
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
考
慮
し
て
い
た
だ

く
よ
う
広
報
す
る
な
ど
の
啓

発
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

答
弁
を
受
け
て

　
本
町
に
お
い
て
も
、
さ
け

て
通
れ
な
い
高
齢
化
現
象
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
計
画

が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
今
後
に
お
い
て
、

「
住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み

続
け
る
こ
と
は
、
多
く
の
町

民
の
方
々
の
願
い
で
あ
り
ま

す
。
よ
り
多
く
の
関
係
機
関

と
連
携
を
し
て
い
た
だ
き
安

心
・
安
全
で
暮
ら
せ
る
嘉
島

町
」
に
な
り
ま
す
よ
う
に
願

い
ま
す
。

答
町
民
課
長

中
津 

芳
春
議
員

宮
本 

睦
生
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー

ル
の
導
入
の
予
定
は

問

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

の
補
助
金
に
つ
い
て

問

学
校
行
事（
遠
足
・
修

学
旅
行
な
ど
）で
利
用

す
る
バ
ス
の
安
全
運

行
管
理
に
つ
い
て

問

町
道
の
街
路
樹（
高
木
）

管
理
に
つ
い
て

問

　　
文
科
省
は
一
億
総
活
躍
社

会
の
実
現
と
地
方
創
生
の
推

進
の
た
め
、
学
校
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
地
方
創
生
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
、「
次

世
代
の
学
校
・
地
域
」
創
生

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
」
へ
の
転
換
を
図

る
た
め
、
公
立
学
校
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

な
る
こ
と
を
推
進
し
て
い
く

と
あ
り
ま
す
。
嘉
島
町
教
育

委
員
会
の
考
え
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

　
社
会
が
ま
す
ま
す
複
雑
多

様
化
し
、
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化

す
る
中
で
、
学
校
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
家
庭
、
地
域
と
の

連
携
・
協
力
の
も
と
に
教
育

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
の
予

定
は
」
と
の
質
問
で
す
が
、

学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
等

も
あ
り
ま
す
の
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
へ
の
移

行
を
視
野
に
入
れ
て
、
学
校

が
主
体
的
に
、
保
護
者
と
地

域
の
方
々
が
参
加
す
る
協
議

会
を
設
置
し
、
各
学
校
の
教

育
課
題
を
共
有
し
、
そ
の
解

決
や
改
善
に
向
け
て
、
共
に

話
し
合
い
、
協
力
し
、
一
体

と
な
っ
て
組
織
的
か
つ
継
続

的
に
教
育
に
当
た
る
、「
熊

本
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」
の
設
置
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化

の
た
め
に
補
助
金
の
増
額
が

で
き
な
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
の
財
政
規
模
の
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
郡
内
の
他
町
に

比
べ
て
低
い
と
思
い
ま
す
。

　　
日
頃
よ
り
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

様
方
に
は
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
が
連
携
し
て
、
子
ど
も

達
が
夢
を
持
ち
、
将
来
に
希

望
を
も
っ
て
生
き
て
い
け
る

よ
う
な
活
動
を
実
践
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
役
割
は
き
わ
め

て
大
き
く
重
要
で
あ
り
、
本

来
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
大
変

ご
苦
労
も
あ
る
か
と
考
え
ま

す
。
ご
質
問
の
補
助
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
長
年
一
定
額

を
補
助
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

補
助
金
の
使
途
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
業
実
績
や
収
支
報

告
書
に
よ
り
内
容
を
確
認
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
、
毎
年
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
有

効
に
活
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ご
質
問
の
よ
う
に
、

補
助
額
は
郡
内
他
町
に
比
べ

低
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
各
種
事
業
、
活
動

に
際
し
ま
し
て
は
、
施
設
使

用
料
の
減
免
や
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
時
の
公
用
車
利
用
な

ど
、
補
助
金
以
外
の
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
町
は
、

今
後
も
長
期
的
に
安
定
し
た

行
財
政
を
運
営
す
る
必
要
が

あ
り
、
補
助
金
に
係
る
予
算

の
執
行
に
関
し
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
適
正
・
有

効
な
補
助
を
実
施
し
て
参
り

た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
１
月
15
日
に
バ
ス
事

故
で
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
。

本
町
で
も
学
校
教
育
で
バ
ス

を
利
用
し
て
い
ま
す
が
旅
行

社
・
バ
ス
会
社
の
安
全
運
行

対
策
な
ど
調
査
し
、
利
用
し

て
い
る
の
か
。

　
本
町
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
で
は
、
年
間
結
構
な

バ
ス
利
用
状
況
に
あ
り
、
よ

そ
事
で
は
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。現
状
で
は
、基
本
的
に
、

路
線
バ
ス
運
行
な
ど
を
有
す

る
知
名
度
の
あ
る
正
規
の
バ

ス
事
業
者
を
対
象
に
選
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
修
学
旅

行
は
、
多
く
の
経
験
を
有
し

信
頼
の
あ
る
旅
行
会
社
な
ど

に
依
頼
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
国
土
交
通
省
か
ら
今
年

１
月
中
旬
に
周
知
徹
底
の
あ

り
ま
し
た
、「
輸
送
の
安
全

性
等
を
判
断
す
る
た
め
の
貸

切
バ
ス
選
定
・
利
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」な
ど
を
参
考
に「
輸

送
の
安
全
性
等
を
判
断
す
る

上
で
参
考
と
な
る
情
報
」
な

ど
が
、
地
方
運
輸
支
局
で
確

認
で
き
ま
す
の
で
、
幼
稚
園

や
各
学
校
が
安
心
・
安
全
に

子
供
た
ち
を
輸
送
で
き
る
、

旅
行
会
社
や
バ
ス
事
業
者
な

ど
の
選
定
に
努
め
、
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
台
風
被
害
の
一
つ
と

し
て
、
街
路
樹
（
高
木
）
が

倒
木
し
交
通
機
能
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
。
景
観
上
、

低
木
は
必
要
、
高
木
は
管
理

答
教
育
長

答
社
会
教
育
課
長

答
学
校
教
育
課
長

答
建
設
課
長

上
必
要
な
い
と
思
慮
し
ま
す

が
、
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
昨
年
８
月
25
日
の
台
風
で

は
、
町
道
庄
嶋
土
山
線
の
街

路
樹
が
５
本
倒
れ
、
傾
い
て

通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い

た
高
木
と
合
わ
せ
、
10
本
を

撤
去
し
ま
し
た
。　
庄
嶋
土

山
線
の
ケ
ヤ
キ
は
、
植
栽
工

事
を
開
始
し
て
か
ら
約
25
年

と
な
り
、
大
き
く
な
っ
た
ケ

ヤ
キ
の
枝
落
と
し
や
伐
採
な

ど
、
維
持
管
理
に
追
わ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

　
最
初
は
、
景
観
上
や
車
の

視
線
誘
導
な
ど
の
交
通
安
全

面
で
の
役
割
も
果
た
し
て
い

ま
し
た
が
、
大
き
く
な
る
に

つ
れ
て
、
維
持
管
理
の
負
担

増
と
交
通
の
安
全
を
阻
害
す

る
物
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
で
の
異
常
個
所
の
早
期

発
見
に
努
め
、
傾
い
た
樹
木

や
病
気
が
入
っ
た
よ
う
な
樹

木
は
、
早
め
に
撤
去
し
て
い

き
ま
す
。
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森
田 

義
雄
議
員

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設

置
に
対
す
る
助
成
等
に

つ
い
て

問　
最
近
、
国
内
各
地
で
、
一

定
規
模
以
上
の
震
度
の
地
震

が
発
生
し
て
お
り
、
ま
た
、

本
町
の
近
く
に
は
、
布
田

川
・
日
奈
久
断
層
帯
も
確
認

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
震
に
よ
る
２
次
災
害
と
な

る
、
火
災
を
防
止
す
る
た
め
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
の

推
進
及
び
設
置
に
対
す
る
助

成
等
の
考
え
は
な
い
か
、
お

尋
ね
し
ま
す
。

　
過
去
の
大
震
災
に
お
け
る

火
災
の
原
因
の
６
割
以
上
が
、

電
気
に
関
係
す
る
も
の
と
言

わ
れ
、
強
い
地
震
が
発
生
し

た
時
に
は
、
電
熱
器
具
等
か

ら
の
出
火
、
ま
た
、
電
気
復

旧
時
（
通
電
時
）
に
お
い
て

は
、
断
線
し
た
電
気
コ
ー
ド

等
か
ら
の
出
火
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
設

定
値
以
上
の
震
度
の
地
震
発

生
時
に
、
自
動
的
に
電
気
の

供
給
を
遮
断
す
る
も
の
で
、

各
家
庭
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

出
火
を
防
止
し
、
隣
接
す
る

住
宅
等
へ
の
延
焼
を
防
ぎ
、

被
害
を
大
き
く
軽
減
す
る
と

い
う
効
果
が
期
待
で
き
る
も

の
と
思
い
ま
す
が
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
設
置
補
助
事
業

は
、
全
国
で
も
横
浜
市
の
み

が
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
普

及
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現

状
の
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
、

本
県
で
の
実
施
自
治
体
も
あ

り
ま
せ
ん
。
内
閣
府
に
設
置

の
『
産
業
構
造
審
議
会
保
安

分
科
会
「
電
気
設
備
自
然
災

害
等
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
の
中
間
報
告
書
』

に
よ
り
ま
す
と
、
普
及
が
進

ま
な
い
理
由
と
し
て
、

・
必
要
性
が
理
解
さ
れ
て
い

な
い
。

・
配
電
盤
に
設
置
す
る
タ
イ

プ
の
も
の
は
、
比
較
的
高
価

で
あ
る
。

・
周
囲
の
家
屋
か
ら
出
火
し
、

延
焼
す
る
こ
と
も
あ
り
、
自

ら
進
ん
で
設
置
す
る
動
機
に

欠
け
る
。

な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
で
あ
り

ま
す
の
で
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
設
置
補
助
に
つ
き
ま

し
て
は
、
当
面
は
、
財
源
の

問
題
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
、
ま
た
、
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
の
検
討

課
題
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

答
弁
を
受
け
て

　
総
務
課
長
よ
り
、
設
置
補

助
制
度
は
、
全
国
で
も
横
浜

市
の
み
が
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
色
々
な
理
由
に
よ
り
普

及
が
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、

財
源
の
問
題
や
住
民
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
、
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
の
検
討

課
題
と
し
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
が
、
大
規
模
な

地
震
が
発
生
し
、
家
屋
の
倒

壊
等
が
起
き
た
場
合
、
必
ず

と
言
っ
て
い
い
程
火
災
が
発

生
し
、
被
害
が
拡
大
し
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
規
模

な
地
震
で
、
一
定
以
上
の
揺

れ
を
感
じ
た
時
に
作
動
す
る

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
簡
易

な
物
か
ら
高
価
な
物
ま
で
、

色
々
な
種
類
・
特
徴
の
物
が

あ
る
。
住
宅
が
密
集
し
て
い

る
区
域
や
、
隣
家
が
近
く
、

延
焼
の
恐
れ
の
あ
る
住
宅
等

に
つ
い
て
は
、
２
次
災
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
為
に
も
、

設
置
の
推
進
及
び
助
成
に
つ

い
て
、
前
向
き
な
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

答
総
務
課
長

鍋
田 

　平
議
員

議
員

防
災
体
制
の
整
備
充
実

に
つ
い
て

問

嘉
島
幼
稚
園
の
園
内

開
放
時
間
の
延
長
に

つ
い
て

問

上
仲
間
区
町
道
の
整
備

に
つ
い
て

問

　
日
本
で
は
関
東
大
震
災
が

あ
っ
た
９
月
１
日
を
「
防
災

の
日
」
と
定
め
国
を
挙
げ
て

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
嘉
島
町
で
も
防
災
体
制

の
整
備
と
し
て
「
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
」
を
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
災
害
に
備
え

た
具
体
的
な
防
災
体
制
の
取

組
と
整
備
を
伺
い
ま
す
。

　
嘉
島
町
は
長
年
水
害
常
襲

地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

無
堤
で
あ
っ
た
加
勢
川
の
改

修
事
業
に
取
り
組
み
、
平
成

11
年
築
堤
が
概
成
し
て
水
害

常
襲
地
帯
か
ら
の
脱
却
が
実

現
し
ま
し
た
。
昨
年
は
鬼
怒

川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
大
規

模
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
が
「
よ
そ
事
と
は
い
え

な
い
」
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

加
勢
川
の
改
修
事
業
が
概
成

し
て
治
水
安
全
度
が
高
ま
り

17
年
が
経
ち
災
害
に
対
す
る

備
え
、
緊
張
感
・
危
機
感
の

薄
れ
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
町
職
員
を
始
め
と

し
て
町
民
の
防
災
意
識
の
醸

成
に
つ
い
て
、
新
た
な
課
題

と
し
て
取
組
む
必
要
性
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
本
年
の
出

水
期
を
前
に
流
域
住
民
を
交

え
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
各

行
政
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る

そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
防
災
組
織

と
国
土
交
通
省
と
協
議
の
う

え
、
地
域
の
河
川
の
危
険
箇

所
の
点
検
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
町
で
は
国
土
交
通
省
の

專
門
官
を
迎
え
、
県
・
警
察

・
消
防
な
ど
関
係
機
関
の
同

席
の
も
と
、
毎
年
、
出
水
期

の
前
に
災
害
対
策
会
議
を
開

催
し
、
想
定
さ
れ
る
災
害
に

対
応
し
た
協
議
を
行
い
、
水

防
計
画
や
連
絡
体
制
等
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
緑
川
流
域
の
市
や
町
と
合

同
で
お
こ
な
う
水
防
訓
練
で
、

嘉
島
消
防
団
も
堤
防
破
壊
を

防
ぐ
シ
ー
ト
張
り
工
法
を
は

じ
め
、
土
の
う
積
み
工
法
の

実
演
を
交
え
た
訓
練
を
実
施

し
て
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

防
災
体
制
の
整
備
と
し
て
、

大
規
模
災
害
時
の
応
援
協
定

を
食
糧
・
飲
料
水
６
件
、
応

援
物
資
の
保
管
・
輸
送
関
係

２
件
、
公
共
土
木
施
設
の
簡

易
な
応
急
措
置
１
件
、
災
害

時
に
発
生
し
た
廃
棄
物
の
処

理
等
の
支
援
１
件
、
被
害
状

況
の
情
報
提
供
１
件
、
避
難

場
所
提
供
１
件
等
12
件
の
災

害
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
内
13
行
政

区
に
「
自
主
防
災
組
織
」
を

設
置
し
て
、
災
害
発
生
時
に

必
要
と
思
わ
れ
る
機
材
や
物

資
を
随
時
提
供
し
、
大
規
模

災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
嘉
島
幼
稚
園
の
園

内
開
放
時
間
が
短
縮
さ
れ
た

の
で
、
園
終
了
後
町
民
体
育

館
等
で
遊
ぶ
園
児
を
よ
く
見

か
け
ま
す
が
、
体
育
館
駐
車

場
は
自
動
車
の
往
来
も
多
く

事
故
に
遭
わ
な
い
か
大
変
心

配
し
て
い
ま
す
。
園
児
が
事

故
に
遭
っ
て
は
遅
い
の
で
、

嘉
島
幼
稚
園
の
園
内
開
放
時

間
の
延
長
を
検
討
し
て
い
た

だ
け
な
い
か
教
育
長
に
お
尋

ね
し
ま
す
。

  

園
で
は
現
在
の
場
所
に
開

園
し
た
当
初
か
ら
、
降
園
後
、

保
護
者
の
責
任
の
も
と
に
園

庭
を
開
放
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
園
児
は
教
育
活
動
中

に
は
見
ら
れ
な
い
行
動
を
と

る
こ
と
も
あ
り
、
危
な
い
場

面
が
度
々
見
ら
れ
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
昨
年
度

か
ら
や
む
を
得
ず
、
降
園
後

の
園
庭
開
放
を
止
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
体
育
館
駐
車
場
の
件
に
つ

い
て
は
、
子
供
に
つ
い
て
非

常
に
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、

園
を
通
し
て
保
護
者
の
皆
様

に
お
願
い
を
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ

る
環
境
、
安
全
確
保
は
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
ご
指
摘
の

園
庭
の
解
放
に
つ
い
て
は
園

と
保
護
者
の
間
で
協
議
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
上
仲
間
は
地
区
開
発
等
に

よ
り
、
住
宅
が
増
加
し
て
交

通
量
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
上
仲
間
入
口
の
町

道
は
狭
く
、
離
合
す
る
の
も

大
変
な
状
態
で
す
。
ま
た
、

小
中
学
校
の
通
学
路
で
も
あ

り
大
変
危
険
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
町
と
し
て
何
か
改
善

答
総
務
課
長

答
教
育
長

答
建
設
課
長

策
を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

　
町
道
滝
河
原
下
仲
間
線
は

住
宅
の
増
加
や
熊
本
市
へ
の

通
勤
者
等
に
よ
る
通
過
交
通

量
が
増
加
、
ま
た
、
通
学
路

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

平
成
26
年
度
よ
り
歩
道
設
置

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
上
仲

間
地
区
内
で
歩
道
が
な
い
区

間
が
約
５
０
０
m
あ
り
、
西

側
３
０
０
m
の
区
間
は
現
在

施
工
中
で
住
宅
密
集
の
東
側

２
０
０
m
の
区
間
は
地
権
者

へ
説
明
会
を
実
施
し
て
い
る

状
況
で
す
。
道
路
完
成
ま
で
、

通
学
路
の
安
全
確
保
が
で
き

る
よ
う
通
学
路
を
変
更
し
て

対
応
し
て
お
り
ま
す
。
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森
田 

義
雄
議
員

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設

置
に
対
す
る
助
成
等
に

つ
い
て

問　
最
近
、
国
内
各
地
で
、
一

定
規
模
以
上
の
震
度
の
地
震

が
発
生
し
て
お
り
、
ま
た
、

本
町
の
近
く
に
は
、
布
田

川
・
日
奈
久
断
層
帯
も
確
認

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
震
に
よ
る
２
次
災
害
と
な

る
、
火
災
を
防
止
す
る
た
め
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
の

推
進
及
び
設
置
に
対
す
る
助

成
等
の
考
え
は
な
い
か
、
お

尋
ね
し
ま
す
。

　
過
去
の
大
震
災
に
お
け
る

火
災
の
原
因
の
６
割
以
上
が
、

電
気
に
関
係
す
る
も
の
と
言

わ
れ
、
強
い
地
震
が
発
生
し

た
時
に
は
、
電
熱
器
具
等
か

ら
の
出
火
、
ま
た
、
電
気
復

旧
時
（
通
電
時
）
に
お
い
て

は
、
断
線
し
た
電
気
コ
ー
ド

等
か
ら
の
出
火
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
設

定
値
以
上
の
震
度
の
地
震
発

生
時
に
、
自
動
的
に
電
気
の

供
給
を
遮
断
す
る
も
の
で
、

各
家
庭
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

出
火
を
防
止
し
、
隣
接
す
る

住
宅
等
へ
の
延
焼
を
防
ぎ
、

被
害
を
大
き
く
軽
減
す
る
と

い
う
効
果
が
期
待
で
き
る
も

の
と
思
い
ま
す
が
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
設
置
補
助
事
業

は
、
全
国
で
も
横
浜
市
の
み

が
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
普

及
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現

状
の
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
、

本
県
で
の
実
施
自
治
体
も
あ

り
ま
せ
ん
。
内
閣
府
に
設
置

の
『
産
業
構
造
審
議
会
保
安

分
科
会
「
電
気
設
備
自
然
災

害
等
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
の
中
間
報
告
書
』

に
よ
り
ま
す
と
、
普
及
が
進

ま
な
い
理
由
と
し
て
、

・
必
要
性
が
理
解
さ
れ
て
い

な
い
。

・
配
電
盤
に
設
置
す
る
タ
イ

プ
の
も
の
は
、
比
較
的
高
価

で
あ
る
。

・
周
囲
の
家
屋
か
ら
出
火
し
、

延
焼
す
る
こ
と
も
あ
り
、
自

ら
進
ん
で
設
置
す
る
動
機
に

欠
け
る
。

な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
で
あ
り

ま
す
の
で
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
設
置
補
助
に
つ
き
ま

し
て
は
、
当
面
は
、
財
源
の

問
題
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
、
ま
た
、
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
の
検
討

課
題
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

答
弁
を
受
け
て

　
総
務
課
長
よ
り
、
設
置
補

助
制
度
は
、
全
国
で
も
横
浜

市
の
み
が
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
色
々
な
理
由
に
よ
り
普

及
が
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、

財
源
の
問
題
や
住
民
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
、
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
の
検
討

課
題
と
し
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
が
、
大
規
模
な

地
震
が
発
生
し
、
家
屋
の
倒

壊
等
が
起
き
た
場
合
、
必
ず

と
言
っ
て
い
い
程
火
災
が
発

生
し
、
被
害
が
拡
大
し
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
規
模

な
地
震
で
、
一
定
以
上
の
揺

れ
を
感
じ
た
時
に
作
動
す
る

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
簡
易

な
物
か
ら
高
価
な
物
ま
で
、

色
々
な
種
類
・
特
徴
の
物
が

あ
る
。
住
宅
が
密
集
し
て
い

る
区
域
や
、
隣
家
が
近
く
、

延
焼
の
恐
れ
の
あ
る
住
宅
等

に
つ
い
て
は
、
２
次
災
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
為
に
も
、

設
置
の
推
進
及
び
助
成
に
つ

い
て
、
前
向
き
な
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

答
総
務
課
長

鍋
田 

　平
議
員

議
員

防
災
体
制
の
整
備
充
実

に
つ
い
て

問

嘉
島
幼
稚
園
の
園
内

開
放
時
間
の
延
長
に

つ
い
て

問

上
仲
間
区
町
道
の
整
備

に
つ
い
て

問

　
日
本
で
は
関
東
大
震
災
が

あ
っ
た
９
月
１
日
を
「
防
災

の
日
」
と
定
め
国
を
挙
げ
て

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
嘉
島
町
で
も
防
災
体
制

の
整
備
と
し
て
「
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
」
を
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
災
害
に
備
え

た
具
体
的
な
防
災
体
制
の
取

組
と
整
備
を
伺
い
ま
す
。

　
嘉
島
町
は
長
年
水
害
常
襲

地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

無
堤
で
あ
っ
た
加
勢
川
の
改

修
事
業
に
取
り
組
み
、
平
成

11
年
築
堤
が
概
成
し
て
水
害

常
襲
地
帯
か
ら
の
脱
却
が
実

現
し
ま
し
た
。
昨
年
は
鬼
怒

川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
大
規

模
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
が
「
よ
そ
事
と
は
い
え

な
い
」
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

加
勢
川
の
改
修
事
業
が
概
成

し
て
治
水
安
全
度
が
高
ま
り

17
年
が
経
ち
災
害
に
対
す
る

備
え
、
緊
張
感
・
危
機
感
の

薄
れ
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
町
職
員
を
始
め
と

し
て
町
民
の
防
災
意
識
の
醸

成
に
つ
い
て
、
新
た
な
課
題

と
し
て
取
組
む
必
要
性
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
本
年
の
出

水
期
を
前
に
流
域
住
民
を
交

え
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
各

行
政
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る

そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
防
災
組
織

と
国
土
交
通
省
と
協
議
の
う

え
、
地
域
の
河
川
の
危
険
箇

所
の
点
検
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
町
で
は
国
土
交
通
省
の

專
門
官
を
迎
え
、
県
・
警
察

・
消
防
な
ど
関
係
機
関
の
同

席
の
も
と
、
毎
年
、
出
水
期

の
前
に
災
害
対
策
会
議
を
開

催
し
、
想
定
さ
れ
る
災
害
に

対
応
し
た
協
議
を
行
い
、
水

防
計
画
や
連
絡
体
制
等
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
緑
川
流
域
の
市
や
町
と
合

同
で
お
こ
な
う
水
防
訓
練
で
、

嘉
島
消
防
団
も
堤
防
破
壊
を

防
ぐ
シ
ー
ト
張
り
工
法
を
は

じ
め
、
土
の
う
積
み
工
法
の

実
演
を
交
え
た
訓
練
を
実
施

し
て
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

防
災
体
制
の
整
備
と
し
て
、

大
規
模
災
害
時
の
応
援
協
定

を
食
糧
・
飲
料
水
６
件
、
応

援
物
資
の
保
管
・
輸
送
関
係

２
件
、
公
共
土
木
施
設
の
簡

易
な
応
急
措
置
１
件
、
災
害

時
に
発
生
し
た
廃
棄
物
の
処

理
等
の
支
援
１
件
、
被
害
状

況
の
情
報
提
供
１
件
、
避
難

場
所
提
供
１
件
等
12
件
の
災

害
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
内
13
行
政

区
に
「
自
主
防
災
組
織
」
を

設
置
し
て
、
災
害
発
生
時
に

必
要
と
思
わ
れ
る
機
材
や
物

資
を
随
時
提
供
し
、
大
規
模

災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
嘉
島
幼
稚
園
の
園

内
開
放
時
間
が
短
縮
さ
れ
た

の
で
、
園
終
了
後
町
民
体
育

館
等
で
遊
ぶ
園
児
を
よ
く
見

か
け
ま
す
が
、
体
育
館
駐
車

場
は
自
動
車
の
往
来
も
多
く

事
故
に
遭
わ
な
い
か
大
変
心

配
し
て
い
ま
す
。
園
児
が
事

故
に
遭
っ
て
は
遅
い
の
で
、

嘉
島
幼
稚
園
の
園
内
開
放
時

間
の
延
長
を
検
討
し
て
い
た

だ
け
な
い
か
教
育
長
に
お
尋

ね
し
ま
す
。

  

園
で
は
現
在
の
場
所
に
開

園
し
た
当
初
か
ら
、
降
園
後
、

保
護
者
の
責
任
の
も
と
に
園

庭
を
開
放
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
園
児
は
教
育
活
動
中

に
は
見
ら
れ
な
い
行
動
を
と

る
こ
と
も
あ
り
、
危
な
い
場

面
が
度
々
見
ら
れ
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
昨
年
度

か
ら
や
む
を
得
ず
、
降
園
後

の
園
庭
開
放
を
止
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
体
育
館
駐
車
場
の
件
に
つ

い
て
は
、
子
供
に
つ
い
て
非

常
に
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、

園
を
通
し
て
保
護
者
の
皆
様

に
お
願
い
を
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ

る
環
境
、
安
全
確
保
は
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
ご
指
摘
の

園
庭
の
解
放
に
つ
い
て
は
園

と
保
護
者
の
間
で
協
議
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
上
仲
間
は
地
区
開
発
等
に

よ
り
、
住
宅
が
増
加
し
て
交

通
量
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
上
仲
間
入
口
の
町

道
は
狭
く
、
離
合
す
る
の
も

大
変
な
状
態
で
す
。
ま
た
、

小
中
学
校
の
通
学
路
で
も
あ

り
大
変
危
険
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
町
と
し
て
何
か
改
善

答
総
務
課
長

答
教
育
長

答
建
設
課
長

策
を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

　
町
道
滝
河
原
下
仲
間
線
は

住
宅
の
増
加
や
熊
本
市
へ
の

通
勤
者
等
に
よ
る
通
過
交
通

量
が
増
加
、
ま
た
、
通
学
路

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

平
成
26
年
度
よ
り
歩
道
設
置

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
上
仲

間
地
区
内
で
歩
道
が
な
い
区

間
が
約
５
０
０
m
あ
り
、
西

側
３
０
０
m
の
区
間
は
現
在

施
工
中
で
住
宅
密
集
の
東
側

２
０
０
m
の
区
間
は
地
権
者

へ
説
明
会
を
実
施
し
て
い
る

状
況
で
す
。
道
路
完
成
ま
で
、

通
学
路
の
安
全
確
保
が
で
き

る
よ
う
通
学
路
を
変
更
し
て

対
応
し
て
お
り
ま
す
。
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坂
井  

信
房
さ
ん

上益城広域連合議会（川上議員・清﨑議員）
議会報告　平成28年　第1回　定例議会（平成28年2月19日開催）

　2議案が提案され、原案のとおりに可決しました。

　9議案が提案され、原案のとおりに可決しました。

議会報告　平成28年　第1回　定例議会（平成28年2月19日開催）

・各町の負担金推移

・各町の負担金推移

・各町の負担金推移

・各町の負担金推移

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

12,947 10,542 14,333 65,3838,719平成27年度負担金

12,962 10,541 14,097 65,3838,881平成28年度負担金

御船町 甲佐町

18,842

18,902

益城町 山都町 計嘉島町町　　　名

51,771 46,723 37,546 168,99632,956平成27年度負担金

51,009 47,580 34,231 164,55031,730平成28年度負担金

御船町 甲佐町 益城町 計嘉島町町　　　名

233,262 166,089 334,600 864,957131,006平成27年度負担金

217,798 155,416 301,181 794,275119,880平成28年度負担金

御船町 甲佐町 山都町 計嘉島町町　　　名

241,499 76,614 405,43887,325平成27年度負担金

233,576 80,124 405,95892,258平成28年度負担金

益城町 西原村 計嘉島町町　　　名

益城・嘉島・西原環境衛生施設組合議会（木下議長・鍋田議員）

　3議案が提案され、原案のとおりに可決しました。

議会報告　平成28年　第1回　定例議会（平成28年2月25日開催）

御船地区衛生施設組合議会（森田副議長・春日議員）

　4議案が提案され、原案のとおりに可決しました。

議会報告　平成28年　第1回　定例議会（平成28年2月23日開催）

上益城消防組合議会（境野副議長・川野議員）

選挙管理委員

選挙管理委員補充員

生 年 月 日氏 名順 位

第１順 位

第２順 位

第３順 位

第４順 位

松本　和男　さん

下田　正和　さん

山本　一郎　さん

甲斐　　現　さん

S22.  6.22　生まれ

S22.12.19　生まれ

S33.  1.12　生まれ

S25.  2.19　生まれ

任期：平成28年3月21日から平成32年3月20日まで

任期：平成28年3月21日から平成32年3月20日まで

地方自治法第118条第2項の規定により3月定例会において指名推薦されました

  

S16.1.7生まれ

  

S35.1.7生まれ

奥
村  

一
紀
さ
ん

福
嶋  

益
人
さ
ん

  

S17.1.4生まれ

  

S15.2.22生まれ

森
田  

孝
男
さ
ん

※役職は各組合議会での役職です。
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241,499 76,614 405,43887,325平成27年度負担金

233,576 80,124 405,95892,258平成28年度負担金

益城町 西原村 計嘉島町町　　　名

益城・嘉島・西原環境衛生施設組合議会（木下議長・鍋田議員）

　3議案が提案され、原案のとおりに可決しました。

議会報告　平成28年　第1回　定例議会（平成28年2月25日開催）

御船地区衛生施設組合議会（森田副議長・春日議員）

　4議案が提案され、原案のとおりに可決しました。

議会報告　平成28年　第1回　定例議会（平成28年2月23日開催）

上益城消防組合議会（境野副議長・川野議員）

選挙管理委員

選挙管理委員補充員

生 年 月 日氏 名順 位

第１順 位
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松本　和男　さん

下田　正和　さん
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S22.  6.22　生まれ

S22.12.19　生まれ

S33.  1.12　生まれ
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ん
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嘉島町議会議員の研修会 嘉島町議会議員の研修会

鹿児島県へ研修
　議員研修会が、平成28年2月8日（月）から9日（火）にかけ、鹿児島県（姶良市・川内市）で実施された。

　１日目の姶良市は、鹿児島県の中央部に位置し、平成22年３月22日に姶良郡蒲生町・姶良町・加治木町の３町が

合併して発足した人口76,352人（面積232㎢）、27年度当初予算額283億８百万円、議員数２４人で、平成の大

合併により新しく誕生した市である。

　姶良市では、議会広報に関する研修でした。旧姶良町の議会広報が日本一になったことがあり、広報委員は議員

の半数に当たる12人で、各常任委員会から均等（４人）に選出し、非常に活発に活動されていた。議会広報は年４

回の発行で、本年１月末に第22号を発行、自治会加入世帯（34,000世帯中28,500世帯）のみに配布されている。

　議会広報の基本姿勢は、ビジョンに沿ったまちづくりが行われていくよう市に対する監視機能・政策提言機能を

充実させると共に、市民の参画意識を呼び起こすよ

う心がけているとのことでした。

　また、議会広報に関心を持ってもらうため、年２回

クイズを載せ、正解者５人に記念品（千円の図書券）

を贈呈している。クイズの答と共に色々な意見も寄

せられるので、広報づくりにも大変役に立っていると

のことです。

　この研修で得たことを、これからの広報づくりに

活かし、町民の皆さまに読んで頂ける紙面づくりに

努めてまいりますので、今後とも宜しくお願いします。

また、ご意見等をお寄せいただければ幸いです。

　２日目は、川内原子力発電所での研修でした。川内原子力発電所は、川内川河口に程近い海岸部にあり、九州で

は玄海原子力発電所に次ぐ２番目の原子力発電所で、１号機は昭和59年７月に、昭和60年11月には２号機が営業

運転を開始。発電能力は、１号機・２号機合計で178万ｋｗである。また、将来にわたって電気を安定的に供給する

ため、３号機の増設も計画されたが、福島第１原発事故で現在は凍結されている。

　原子力発電（加圧水型）は、燃料に低濃縮ウランを使い、ウランの核分裂によって発生した熱で高温の熱水を作

り、その熱を蒸気発生器に送り、そこで別系統の水を蒸気に変え、この蒸気によりタービンを１分間に１,８００回の

高速で回転させ、タービンに直結した発電機を回転させて電気をつくる方法である。

　川内原子力発電所も福島第１原子力発電所事故後の２０１１年５月に１号機を、９月に２号機を定期検査のために

停止し、各種の点検や現段階で出来る限りの安全対策

を実施（担当者談）、平成27年８月１１日に１号機を再

稼働させ、東日本大震災後の新規制基準下での全国

初の再稼働となり、１年１１ケ月ぶりに「原発ゼロ」が

終わり、再び原発による電力供給が始まったのである。

　また、平成28年４月からは電力小売の全面自由化

が実施され、電気使用者である私達が、電気の購入先

を自由に選択することができるようになりました。各

家庭で各社の料金プランを十分検討し、より経済的な

プランの選択に努めて頂きたいと思います。
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も
っ
と

活
動
だ
け
で
な
く
お
知
ら
せ
す
る
の
も
議
員
の
仕
事

九
州
の
原
子
力
発
電
所

知
っ
て
ほ
し
い
！

身
近
に
！

　今
回
の
研
修
で
は
、
鹿
児
島
県
姶
良
市
へ
「
お
知
ら
せ
」
の
一
環
で
あ
る
広
報
誌
の
研
修
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。
姶
良
市
議
会
の
広
報
誌
は
全
国
で
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰
を
受
け
る
な
ど
勉
強
す
る
点
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　二
月
八
日
（
月
曜
日
）

　
私
た
ち
議
員
は
、
嘉
島
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
議
会
活
動
や

個
々
の
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
更
な
る
飛
躍
の
為
、
オ
ー
プ
ン

で
、
親
し
み
の
あ
る
議
会
活
動
を
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て

　
最
後
に
、
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば…

、
と
感
じ
た
の
が
、

基
本
指
針
で
す
。
私
た
ち
の
広
報
委
員
会
で
も
基
本
要
綱

は
あ
る
も
の
の
、
細
部
に
わ
た
っ
て
の
取
り
決
め
は
無
く
、

広
報
委
員
交
代
と
共
に
町
民
の
方
々
に
広
報
誌
が
見
に
く

い
点
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
編
集
方
針
の
議
論
を
行
い
、
決
定
し
、
こ
れ

を
基
本
と
し
て
、
読
み
た
い
、
読
ん
で
み
た
い
広
報
誌
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
九
州
に
も
２
ヶ
所
の
原
子

力
発
電
所
が
あ
り
、
東
北
で

は
原
発
事
故
に
よ
り
多
大
な

被
害
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内

市
に
在
る
原
子
力
発
電
所
を

視
察
し
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
が
、
事
故
発
生
防
止
対
策

や
、
事
故
発
生
時
の
対
処
方

法
な
ど
、
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
各
議
員
か
ら
、
多
様
な

質
問
が
あ
り
、
対
応
し
て

頂
い
た
職
員
の
方
か
ら
適

切
な
回
答
を
も
ら
い
ま
し

た
。

姶良市広報委員に質問する宮本委員長

姶良市議会会議室

川内原子力発電所展示館展望所

川内原子力発電所建屋

川内原子力発電所展示館内

広報委員：森田 義雄

広
報
委
員
長
：
宮
本 

睦
生
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初の再稼働となり、１年１１ケ月ぶりに「原発ゼロ」が

終わり、再び原発による電力供給が始まったのである。
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再生紙を使用しています。

３月定例会・平成28年度当初予算

町政のここが聞きたい一般質問（５名）

選挙管理委員・補充員

一部事務組合議会報告

議員全体研修会

主な議会活動

3月定例会

12

編
集
後
記

　
議
会
だ
よ
り
を
一
か
月
早
く
発
行

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
委
員
の

方
々
、
ま
た
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
宮
本

　
春
来
た
る
気
候
が
変
わ
り
皆
様
方

も
健
康
に
注
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
富
山

　
草
木
の
緑
が
心
地
よ
い
季
節
に
、

ま
た
、
真
新
し
い
制
服
を
身
に
つ
け

た
新
入
生
の
姿
を
見
か
け
る
時
季
に

な
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
等
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

森
田

　
議
会
と
地
域
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と

し
て
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
め
ざ
し

て
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
津

　
広
報
委
員
も
２
年
目
を
迎
え
新
年

度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
後
も

町
民
の
皆
様
に
ご
愛
読
戴
け
る
様
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
春
日

委
員
長

　宮
本
睦
生

委

　
　員

　木
下

　徹

副
委
員
長

　富
山

　勝

委

　
　員

　森
田
義
雄

委

　
　員

　中
津
芳
春

委

　
　員

　春
日
堅
一

発
行
責
任
者
／
議
長

　川
上
國
治

議会の事など、ご意見をお寄せ下さい。
　　　　　又、議会だよりの「声」も募集しております。

※次の議会は、6月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。
「声」の募集や傍聴などのお問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）

募集してます。【みなさんの意見などお聞かせ下さい。】

主な議会活動（平成28年2月から平成28年4月まで）

鹿児島県姶良市
川内市
監査委員室
熊本テルサ
広域連合事務所
組合事務所
役場2階大会議室
組合事務所
上益城地域振興局
組合会議室
役場2階庁議室
役場2階庁議室
役場2階大会議室
役場2階大会議室
中学校グランド

役場議会議場

嘉島中学校
監査委員室
嘉島幼稚園
役場2階大会議室
町民会館アクア

監査委員室

東西小学校
東西小学校
嘉島中学校
嘉島幼稚園
監査委員室

場　所　等

議員全体研修会

例月現金出納検査（清﨑）
町村議会議長会第66回定期総会（議長）
上益城広域連合議会第1回定例会（議長・清﨑）
益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会第1回定例会（木下・鍋田）
交通安全推進会議（議長）
上益城消防組合第1回定例会（境野・川野）
熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会（議長・木下・森田）
御船地区衛生施設組合議会第1回定例会（森田・春日）
嘉島町国民健康保険運営協議会（川野・春日）
議会運営委委員会
嘉島町総合計画審議会（川上・木下・富山・鍋田）
こども子育て会議（議長）
嘉島町消防出初式（全議員）

嘉島町議会平成28年第1回定例会

中学校卒業式（全議員)
例月現金出納検査（清﨑）
幼稚園卒園式（全議員)
嘉島町ごみ問題対策実行委員会（議長）
嘉島町総合型地域クラブ設立総会

広報特別委員会（第19号・第1回～3回編集会議）

東西小学校卒業式（全議員)
東西小学校入学式（全議員)
中学校入学式
幼稚園入園式（全議員)
例月現金出納検査（清﨑）

項　　　　目　　

2月  8日
     ～9日まで
2月16日
2月17日

2月19日

2月22日
2月23日
2月24日
2月25日
2月26日
3月  1日
3月  2日
3月  4日
3月  6日
3月  7日
     ～11日まで
3月12日
3月17日

3月18日

3月20日
3月18日～
　  4月  8日
3月23日
4月11日
4月11日
4月12日
4月22日

月　　日


